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             会議録               

会議の名称 第１回加西市元気なまちづくり市民会議 

開 催 日 時 平成２９年６月２４日（土）午後１時００分～３時００分 

開 催 場 所 加西市役所 ５階 大会議室 

議長の氏名 （会長 牧瀬 稔） 

出席及び欠席委員の氏名 

＜出席委員＞                         

・河尻  悟  ・杉本 建人  ・立花 莉絵子 ・辰巳 浩輝   

・牧瀬  稔  ・吉田  廣  

 ＜欠席委員＞ 

・小川 麻弥  ・久米澤 稔  ・高見 めぐみ ・多田 安洋 

・谷川 賢次  ・橋本たへ子   

傍聴者の人数 

 一般：なし  報道機関：なし 

出席した事務局職員の氏名及びその職名 

・理事（地域創生担当） 須貝 正俊 

・ふるさと創造部長 森井 和喜 

・ふるさと創造部人口増政策課長 藤後 靖 

・ふるさと創造部人口増政策課課長補佐 小菊 啓靖 

・ふるさと創造部人口増政策課係長 小林 和敏 

・ふるさと創造部人口増政策課主任 菅生 綾子 

・ふるさと創造部人口増政策課主任 岩野 裕之 

・ふるさと創造部人口増政策課まちづくり専門員 小山 映 

１ 議事 

 (1) 加西市元気なまちづくり市民会議の進め方について 

 (2) 内部評価（１次評価）結果の概要説明 

 (3) 外部評価（２次評価）実施要領 

 (4) 平成29年度地域創生関連の主な取組みについて 

 (5) 加西市地域創生戦略の状況報告について 

２ 会議資料 

  市民会議の概要ほか 

３ 会議の経過 

  ⇒別紙「第１回加西市元気なまちづくり市民会議の経過」のとおり 
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（別紙）第１回加西市元気なまちづくり市民会議の経過 

発言者 会 議 の 経 過  ／  発 言 内 容 
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開会 

 

１ 会長あいさつ 

・昨年度に引き続き、委員の皆様にはよろしくお願いしたい。今年度の事業評価で

は、いらなくなった事業や止めるとよい事業を積極的に考えていきたい。 

・各委員のご協力をいただき、できるだけ効率的に進めて行きたいので、よろしく

お願いする。 

 

２ 委員紹介 

 

３ 議事 

(1) 加西市元気なまちづくり市民会議の進め方について 

   事務局から説明 

 

・ 事業を評価していく責任を改めて感じている。 

・ １つ１つの項目は、事業としての重要性・時間のかけ方いろいろだと思う。 

・ 評価にあたっては平均的でなく、重要なものに力をいれたい。人口増に絞ると

か、地域を盛り上げることに的をおくのかなど、視点を何におくのか検討した

い。 

・ 評価にあたって一番の目標がどこにあるのか、例えば人口増、地域活性化、行政

改革のどのあたりか、事務局で考えておいてほしい。 

・ 健康寿命を延ばす指標を数値で示すことができれば、行動に繋がると思う。市民

の具体的な目標になるので、検討してほしい。 

・ 国の示している健康寿命はアンケートによる主観的なものだが、兵庫県が作成し

ている健康寿命の指標は、要介護２以上になった年齢と平均寿命との差を基にし

て、どれだけ健康に生きるのか算出したものを用いている。 

・ 宇仁地区では、子どもを増やすという明確な目標があり、実際に子どもも増え、

これが、まちづくりに繋がっている。 

・ 2015年の国調人口と戦略策定時の当初推定値との差の分析をすべきである。 

 

(2) 内部評価（１次評価）結果の概要説明 

   事務局から説明 

 

・ 評価対象は28年度なのか29年度なのか確認しておきたい。 

・ 28年度についてお願いしたい。 

・ 基本政策のアウトカム指標があるとよい。個別の指標以外に大きな区分でのイメ

ージがわく指標があればと思う。 

・ まちづくりは行政だけではできない。各施策について、住民との関わり具合を評

価する指標はできないだろうか。 

・ 前提として、市民の間に協働の意識があるかどうかだと思う。 

・ 市制５０周年の目標にあるように共に創るため、一緒に汗をかく取組みも大切で

ある。市民と行政とをつなぐものがいる。 

・ やる気のある人はいるが、無関心の人が多い。まちづくりに目に見えた危機感は

感じられない。 

・ 地方自治体の財政状況が悪化していけば、行政サービスの取捨選択が行われ、市

民は自分たちが取り組むことを考えざるを得なくなるし、施策を選択しないとや

っていけなくなる。 

・ 西宮から加西に単身赴任しているが、加西のまちの印象として、毎朝出会う子供

たちはきちんと挨拶をするし礼儀正しい。 

・ 今の支店のルーツをたどると、126年前の明治24年に設立された北条の銀行に遡

ることができるが、当時この地に銀行設立の動きをした人たちのおかげである。
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副会長 

・ 加西はすごく豊かなところだと感じているが、都市に出て行った人たちが多いの

で、このままだと相続に伴い資産が都市に流出していくと思う。 

・ 自然豊かで満足度も高い。不動産価格は市街地では坪15～20万円と高いものの、

周辺部にいけば、坪1万円程度のところもある。 

・ 既存の住んでいる人と単身赴任者等の外部の人のニーズを横に突き刺す活動が必

要である。 

・ 企業にとってはアクセスのよい場所で流通等に優れ、ポテンシャルも高いので今

から10年ぐらい頑張って対策を打っていければと思う。できれば市民参画のよう

なソフトパワーでつながっていくしくみをつくっていけるとよい。 

・ 基本的な行政施策として取り組んでいる30の施策を市民目線で数値評価するのに

対し、基本政策の方は、キャッチフレーズ的な意味合いのものと考えられる。 

・ 地域での明確な目標のチェックとして、ふるさと創造会議、健康寿命などを反映

できるしくみができれば、市民にも近づくと思う。 

・ 地元愛もまだまだで、地域をよくしていこうとする意識が必要である。 

・ 施策にウェイトをかけて重点的な評価をすることはできないかと考える。 

・ 課題解決になかなか結びついていない中、宇仁地区はよくやっていると思う。 

・ 総合計画はどうしても網羅的にならざるを得ず、強弱をつけにくい。 

・ 総合計画なので、最低で済ますところもあれば、その中でもメインをどこにする

かの話だと思う。 

 

(3) 外部評価（2次評価）実施要領 

   事務局から説明 

 

・ 各部会の担当割は、後任の方は前任の委員の方の後に入っていただきたい。 

・ 2回の部会に分かれての議論となるが、進め方はどうするとよいか。 

・ 各部会で決めていただくとよいが、1回目で総合評価を中心に一通り見ていただ

き、2回目は残りと、意見提案等の欄を充実させていただくことを想定している。

・ 事務局で説明されると思うが、各委員さんによくお願いをしておいていただきた

い。次回は是非出席いただきたいことと、昨年もそうだったがよく読み込んで来

ていただきたいと思う。 

 

(4) 平成29年度地域創生関連の主な取組みについて 

   事務局から説明 

 

・ 他団体の定住の事例では、ある団体は住宅取得に400万円の補助を出している。

また、別の団体では移住者に対するすべての助成を集めると900万円近くに達す

る。住宅取得は後々の税収で回収が十分可能だが、家賃補助の場合は難しい面が

あり工夫が必要だと考えられる。 

・ 広報紙には個々の事業の紹介が出ているが、地域創生のためにやっている子育て

等の事業の柱でまとめてアピールするのがよい。 

・ 子育てもいろいろな施策があるので、個々の事業ではなくパッケージ化して広報

するようにしている。 

・ 空き店舗・工場バンクはいい事業だと思う。工場用空き地も含まれているのか。

・ 空き地はこの中にはいっていないが、支援制度はあるので見せ方を工夫したい。

 

(5) 加西市地域創生戦略の状況報告について 

   事務局から説明   〔質問・意見なし〕 

 

閉会 

 副会長あいさつ 

 本日の会議では、活発に貴重なご意見をいただきお礼申し上げる。今回いただい

たご指摘を基に、事務局で整理いただき、第２回会議では３つの部会に分かれて事

業評価等を行っていきたいので皆様のご協力をよろしくお願いしたい。  


